


要約:超音波断層撮影、温度センサーによる呼吸モニター、独自に開発した口腔内圧測定

装置を用いて、  4 名の正常新生児の吸啜時の口腔内の形態変化、吸啜圧の変化、および

呼吸を同時に観察した。吸啜圧は口腔内の容積変化に対応して発生していた。吸啜圧は吸

気、呼気のいずれとも同時に発生しており、吸啜圧曲線と呼吸曲線の間には一定の関係は

認められなかった。このことは吸啜と呼吸とが互いに抑制しあうことなく、同時に起こり

得ることを示すものと考えられた。


